
株式会社グローセンパートナー 執行役員・ディレクター　吉岡利之
人事用語辞典
■■■■■■■■いま さ ら 聞 け な い

　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
載では、人事部門に初めて配属になった方はもちろん、ある程度経験を積んだ方も、担当者なら押さえて
おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。
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第56回

今
回
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
す
。２

０
０
０
年
代
初
期
に
広
ま
っ
た
用
語

こ
の
用
語
が
広
ま
り
だ
し
た
の
は
、
２
０
０
０
年
代

初
期
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
公
的
な
資
料
で
大
き
く
扱

わ
れ
て
き
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、
２
０
１

１（
平
成
23
）年
に
設
置
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
推
進
会
議
が
と
り
ま
と
め
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
戦
略
」（
２
０
１
２
年
）
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

つ
い
て
、「
情
報
通
信
・
交
通
手
段
等
の
飛
躍
的
な
技

術
革
新
を
背
景
と
し
て
、
政
治
・
経
済
・
社
会
等
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
カ
ネ
」「
情
報
」 

が

国
境
を
越
え
て
高
速
移
動
し
、
金
融
や
物
流
の
市
場
の

み
な
ら
ず
人
口
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
公
衆
衛
生
等

の
諸
課
題
へ
の
対
応
に
至
る
ま
で
、
全
地
球
的
規
模
で

捉
え
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
た
時
代
状
況
」
と
定
義

し
、
わ
が
国
が
こ
の
よ
う
な
経
済
・
社
会
の
な
か
で
育

成
・
活
用
す
べ
き
人
材
を
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
以

下
、「
経
団
連
」）
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
向

け
た
提
言
」（
２
０
１
１
年
６
月
14
日
）
と
い
う
資
料

の
冒
頭
に
、「
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
そ
れ
に

伴
う
人
口
の
減
少
に
よ
り
、国
内
市
場
が
縮
小
す
る
中
、

天
然
資
源
に
乏
し
い
わ
が
国
経
済
が
将
来
に
わ
た
っ
て

成
長
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、 

日
本
の
人
材
力
を
一
層

強
化
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
や
技
術
力
を
高
め
る
こ

と
で
、
発
展
す
る
ア
ジ
ア
市
場
や
新
興
国
市
場
の
需
要

を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
不
可
欠
」と
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た
提
言
を
し
て
い
ま
す
。

引
用
部
分
が
少
し
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
と
い
う
用
語
が
広
ま
っ
た
背
景
と
し
て
、
１
９

９
０
年
代
の
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
は
じ
ま

る
国
内
景
気
の
長
期
低
迷
と
国
内
市
場
の
縮
小
に
対
し

て
、企
業
は
収
益
を
高
め
る
た
め
に
、製
品
の
販
売
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
国
内
か
ら
世
界
に
広
げ
生
産
コ
ス
ト
の
低
い

国
へ
生
産
手
段
を
移
さ
ざ
る
を
得
な
い
、
ま
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
技
術
革
新
に
よ
り
、
望
む

と
望
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
国
境
を
越
え
た
競
争
に

巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
社
会
情
勢
に
対
応
で
き

る
人
材
の
育
成
・
活
用
が
急
務
だ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要
な
要
素

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
は
一
言
で
表
現
す
る
と
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
推
進
す
る
た
め
に
国
境
を
越
え
て
活
躍
で
き

る
人
材
」
と
い
え
ま
す
が
、
よ
り
具
体
的
な
定
義
に
つ

い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
会
議
資
料
で
は
、
グ

「グローバル人材」

※１　�三つの要素の説明の次に、「このほか、『グローバル人材』に限らずこれからの社会の中核を支える人材に共通して求められる資質としては、幅
広い教養と深い専門性、課題発見・解決能力、チームワークと（異質な者の集団をまとめる）リーダーシップ、公共性・倫理観、メディア・リ
テラシー等を挙げることができる」との追記がある

※２　�教育基本法に示された理念の実現と、わが国の教育振興に関する施策の総合的・計画的な推進を図るため政府として策定する計画。直近では、
2023年６月16日に第４期が閣議決定
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ロ
ー
バ
ル
人
材
を
次
の
要
素
※１
を
有
し
た
人
材
と
し
て

い
ま
す
。

要
素
Ⅰ
：
語
学
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

要
素
Ⅱ
：�

主
体
性
・
積
極
性
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、

協
調
性
・
柔
軟
性
、
責
任
感
・
使
命
感 

要
素
Ⅲ
：�
異
文
化
に
対
す
る
理
解
と
日
本
人
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

ま
た
、経
団
連
資
料
で
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
「
日

本
企
業
の
事
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
担
い
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・ 

ビ
ジ
ネ
ス
で
活
躍
す
る（
本
社
の
）日
本

人
及
び
外
国
人
人
材
」と
す
る
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進

会
議
の
方
で
は
、
日
本
人
人
材
を
対
象
と
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
を
い
か
に
進
め
る
か
に
比
重
が
置
か
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
経
団
連
の
方
は
外
国
人
人
材
に

も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
広
が
っ
て
い
る
点
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
が
作
成
さ
れ
た
と
き
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
を
輩
出
す
る
た
め
に
教
育
の
重
要
性
が
強
く
説

か
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
会
議
資
料
で
は
、

語
学（
特
に
英
語
）
教
育
の
充
実
化
や
大
学
教
育
シ
ス

テ
ム
の
改
善
、
海
外
留
学
・
留
学
生
交
流
の
推
進
が
お

も
に
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
団
連
資
料
で
は

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
対
す
る
大
学
教
育
の
果
た
す

役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
し
て
、
産
業
界
の
求
め
る

人
材
と
大
学
で
育
成
す
る
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め

る
た
め
の
産
業
界
と
大
学
の
連
携
強
化
や
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
理
工
系
教
育
の
強
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
な
ど
が
提
言
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
後
、２
０
１
３
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
第

２
期
教
育
振
興
基
本
計
画
※２
」
の
未
来
へ
の
飛
躍
を
実

現
す
る
人
材
の
養
成
と
し
て
の
基
本
施
策
16
に
「
外
国

語
教
育
、
双
方
向
の
留
学
生
交
流
・
国
際
交
流
、
大
学

等
の
国
際
化
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
向
け
た

取
組
の
強
化
」が
掲
げ
ら
れ
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
課
題
は
続
い
て
い
る

現
在
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
と
い
う
考
え
や
存
在
は
“
あ
た
り
前
”
と
な
り
、
一

時
に
比
べ
て
用
語
と
し
て
は
み
か
け
る
機
会
が
減
り
ま

し
た
※３
。
た
だ
し
、
課
題
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。本

稿
で
取
り
上
げ
た
２
０
０
０
年
代
初
期
は
海
外
に

出
て
活
躍
で
き
る
日
本
人
の
育
成
に
比
重
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
外
国
人
が
日
本
で
働
く
う
え
で

の
課
題
も
表
出
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
で
働
く
外

国
人
労
働
者
数
は
２
０
１
０
年
約
65
万
人
か
ら
２
０
２

４（
令
和
６
）年
約
２
３
０
万
人
と
右
肩
上
が
り
に
増

え
て
い
る
な
か
※４
、
外
国
企
業
の
日
本
へ
の
進
出
は
そ

れ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

経
済
産
業
省
の「
第
54
回
外
資
系
企
業
動
向
調
査（
２

０
２
０
年
調
査
）」を
み
て
も
２
０
１
５
年
度
か
ら
２

０
１
９
年
度
の
日
本
へ
の
新
規
参
入
企
業
は
２
０
１
５

年
度
74
社
に
対
し
て
、
２
０
１
８
年
度
45
社
、
２
０
１

９
年
度
48
社
と
い
う
状
態
で
す
※５
。

こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、「
令
和
４
年
度
我
が
国
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
促
進
の
た
め
の
日
本
企
業
及
び
外
国
企

業
の
実
態
調
査
報
告
書
」（
２
０
２
３
年
２
月　
経
済

産
業
省
委
託
調
査
）か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
外

国
企
業
か
ら
の
回
答
の
な
か
で
、「
先
進
国
と
比
較
し

た
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の『
強
み
』と『
弱
み
』」
に

対
す
る
質
問
と
し
て
最
も
弱
み
と
し
て
回
答
が
あ
っ
た

の
が「
英
語
で
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で

す
。
こ
の
こ
と
は「
日
本
に
拠
点
を
立
地
さ
せ
る
う
え

で
の
阻
害
要
因
」の
第
二
位
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
日
本
人

人
材
を
確
保
す
る
上
で
の
阻
害
要
因
」の
第
一
位
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
外
国
企
業
の
日
本
へ
の
進
出
を
む
ず

か
し
く
し
て
い
る
の
は
、
事
業
活
動
コ
ス
ト
や
市
場
の

大
き
さ
な
ど
の
面
も
あ
り
な
が
ら
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
課
題
と
し
て
か
ね
て
か
ら
あ
げ
ら
れ
て
い
る
外
国

語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
起
因
す
る
要
素
は
非

常
に
大
き
く
、
課
題
と
し
て
は
継
続
し
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

＊　
＊　
＊

次
回
は
、「
産
前
産
後
休
業
・
育
児
休
業
」
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
す
。

※３　�国立国会図書館リサーチで「グローバル人材」をキーワードとして含む資料を検索すると、2010年～2014年は886件、2015年～2019年
は788件に対して、2020年～2024年は283件と2020年以降、減少していることからもみてとれる

※４　「『外国人雇用状況』の届出状況まとめ」（厚生労働省、2024年10月末時点）
※５　本調査は、2020年調査をもって終了のため、本調査が最新となる


